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テラヘルツ波はプラスチックなどのソフトマテリアルを適度に透過するため、内部状態の非破

壊検査への応用が期待できる[1]。テラヘルツ波は、テフロンなどのプラスチックレンズを用いて

可視光のような測定系を組めることが 1 つの特長であるが、プラスチックの非破壊検査としては、

屈折の影響により THz-CT で得られる断面像が歪む恐れがある。屈折の影響を無視できないサン

プルに対する THz-CT の測定及びデータ処理方法の開発が望まれる。 

本研究では、is-TPG を用いて、Fig.1 のような屈折の影響を無視できないが、ある特定の角度か

らの投影では屈折の影響が小さいサンプルの内部欠陥検査について検討した。このサンプルは、

内部欠陥に見立てた、直径１mm の 3 つの穴を有する。CT では一般に、サンプリング角度は再構

成する断面像への影響が大きく、粗い場合は、アーチファクトとして画質の劣化に繋がる。X 線

CT の分野では、少ない投影角度からの再構成でも画質の劣化が少ない、圧縮センシングを用いた

再構成方法が提案されている[2]。そこで、THz-CT にもこの方法を応用し、屈折の影響が少ない投

影角度のデータのみを用いて再構成することで、実際のサンプルに近い輪郭の断面像が得られた。

しかし、投影角度が極端に不足したため、内部欠陥は実際の状態を再現できず、複数の誤った欠

陥が出現した。一方、屈折の影響が大きい投影角度を含めた、全方向からの投影データを用いた

再構成では、サンプル形状は大きく歪むが、内部の欠陥位置を正しく再現できる場合がある。よ

って、これら 2 通りで再構成した断面像を比較することで、サンプル形状を維持したまま、内部

の欠陥位置を検出できる可能性があることを示した。 
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